
27・6・111
　

生
活
日
本
語
教
室
受
講
者
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
お
国
の

話
、
歌
、
踊
り
な
ど
の
発
表
会
で

す
。
茶
話
会
に
も
参
加
し
て
国
際

交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
発
表

１３

会
＝
午
前　

時　

分
～
正
午
、
茶

１０

３０

話
会
＝
正
午
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
学
習
室

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

７０

問
合
先　

公
民
館
緑
分
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）

３８７

  　

家
計
管
理
、
掃
除
に
よ
る
家
庭

環
境
整
備
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
ス
キ
ル
を
学
び
、
暮
ら

し
の
管
理
能
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

と　

き　

７
月
３
日
～　

日
の
毎

１７

週
金
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全

１０

３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

講　

師　

家
計
簿
勉
強
グ
ル
ー
プ

「
多
摩
友
の
会
」
、
白
坂
裕
子
さ

子
育
て
支
援

家
事
道
に
学
ぶ

ん
（
掃
除
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、
堤

香
苗
さ
ん
（
会
社
経
営
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
保
護
者
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。　

人
。
要
事
前
申
込
）

１０

申　

込　

６
月　

日
（
必
着
）
ま

１３

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望
の
場

合
は
人
数
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）お
よ
び
年
齢
を
明
記
し
、

公
民
館
貫
井
北
分
館
「
子
育
て
支

援
講
座
」
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫

１８４

井
北
町
１
儿　

儿　

☎　

儿　

儿

１１

１２

０４２

３８５

３
４
０
１
）
へ
。

 　

不
要
に
な
っ
た
雑
誌
な
ど
か
ら

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
切
り
抜
き
、

画
用
紙
に
自
由
に 
貼 
っ
て
作
品
を

は

作
り
上
げ
ま
す
。　　

と　

き　

７
月
５
日
（
日
）
午
前

　

時
～
午
後
０
時　

分

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
創

作
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１８

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

家
庭
の
生
ご
み
を
良
質
の 
堆 
肥

た
い

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。
畑
や
庭
の
な

い
方
で
も
実
践
で
き
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
経
験
者

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

コ
ラ
ー
ジ
ュ
体
験
教
室

家
庭
で
で
き
る

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
前

１７

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

婦
人
会
館

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

教
室
終
了
後
、
希
望
者

に
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
バ
ケ

ツ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５
）
へ
。

３８７

 
と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前

１８

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

【
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
】

　

陶
磁
器
（
せ
と
も
の
）
で
割
れ

た
り
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　

搬
入
量
は
１
人
に
つ
き
、
自

転
車
に
積
め
る
程
度
ま
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

回
収
で
き
な
い
も
の　

洗
浄
さ
れ

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

て
い
な
い
食
器
、
土
鍋
、
素
焼
き

の
食
器
、
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
、
ガ

ラ
ス
、
強
化
ガ
ラ
ス
食
器
、
手
作

り
品
、
花
び
ん
、
灰
皿
等

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
コ
ー
ス
・
と
き

▽　

ま
る
一
日
身
近
な
場
面
の
英

語
表
現
＝
７
月
１
日
～　

日
の

２９

毎
週
水
曜
日

▽　

海
外
旅
行
を
さ
ら
に
楽
し
く

！
＝
８
月
１
日
～　

日
の
毎
週

２９

土
曜
日

▽　

旅
行
英
会
話
＝　

月
７
日
～

１０

　

月
４
日
の
毎
週
水
曜
日

１１
※　

い
ず
れ
も
午
前　

時
～　

時

１０

１１

　

分
。
全
５
回

３０
と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
本
町
作
業

所
（
本
町
６
儿
５
儿　

）
１６

定　

員　

各
コ
ー
ス
８
人
（
申
込

順
）

費　

用　

各
コ
ー
ス
５
千　

円
３００

そ
の
他　

申
し
込
み
が
５
人
に
満

た
な
い
ク
ラ
ス
は
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８３

１
４
１
）
へ
。

  
と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

英
会
話
教
室

５
日
間
コ
ー
ス

子

ど

も

放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

ぱ
た
ぱ
た
め
く
り

学
び
・
く
ら
し

　「世界を変えるためにはどうすればいい？」
という小学校の宿題に、「いいことをされた
ら別の３人にいいことをする。その３人がま
た別の３人にいいことをすればいい」という、
「恩返し」ならぬ「恩送り」の概念を提示し
た少年の物語。
と　き　６月２０日（土）午前１０時３０分から
（吹替）、午後３時３０分から（字幕）
※　いずれも３０分前開場
ところ　公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「ペイ・フォワード」
第502回市民映画会

（2000年・ミミ・レダー監督・123分）

〈
文
学
散
歩 

小
金
井
の
は
け
を 

歩
く
〉

　

戦
後
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

「
武
蔵
野
夫
人
」
や
ア
ニ
メ
の

舞
台
と
な
っ
た
場
所
を
ご
案
内

し
ま
す
。
（
約
２
・
５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

小
金
井
神
社
、
は
け
の
小
径
、

美
術
の
森
緑
地
、
水
田
跡
の
碑

（
都
立
武
蔵
野
公
園
）
な
ど

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　
　

人
以
上
の
グ
ル
ー

１０

プ費　

用　

１
人
に
つ
き　

円
１００

（
資
料
代
。
滄
浪
泉
園
の
み
別

途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
）

申　

込　

実
施
日
の
１
か
月
前

ま
で
に
、
直
接
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
観
光

協
会
（
本
町
６
儿
５
儿
３
シ
ャ

ト
ー
小
金
井
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

３
９
８
０ 
　

儿　

儿
３
９
８

０４２

３１６

１
死in

fo
@
k
o
g
a
n
ei-k
a
n
k

o
.jp

）
へ
。 FAX

　

観
光
協
会
で
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り　

人
１０

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し

た
ま
ち
な
か
観
光
案
内
を
年
間

を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
個
別
に
イ
ベ
ン
ト
も
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
大
き
な
魅
力
で

あ
る
「
水
・
桜
・
緑
」
を
３
つ

の
コ
ー
ス
に
盛
り
込
み
ま
し
た

（
各
コ
ー
ス
と
も
約
２
時

間
）
。
四
季
折
々
の
小
金
井
市

の
ま
ち
な
か
を
、
ぜ
ひ
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

〈
野
川
と 
湧 
水
め
ぐ
り
〉

ゆ
う

　

湧
水
を
集
め
て
流
れ
る
野

川
、
東
京
の
オ
ア
シ
ス
と
も
い

え
る
場
所
を
ご
案
内
し
ま
す
。

（
約
４
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

滄
浪
泉
園
、
は
け
う
え
遺
跡
、

貫
井
神
社
、
湧
水
の
道
、
野
川

な
ど

 
〈
玉
川
上
水
と
江
戸
の 

歴
史
を
探
る
〉

　

玉
川
上
水
完
成
後
、
新
田
開

発
に
よ
り
武
蔵
野
の
地
が
大
き

く
変
貌
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
歴
史

も
ご
案
内
し
ま
す
。
（
約
３
・

５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

山
王
稲
穂
神
社
、
玉
川
上
水
、

桜
町
遊
歩
道
、
都
立
小
金
井
公

園
な
ど

 

ボランティボランティアア
ガイドガイドがが
ごご案内案内しましますす

まちなか観光案内

6月20日に
こがねいてくてく歴史散歩
「玉川上水と江戸の
歴史を探る」を実施

集散時間・場所　６月２０日（土）午前１０時小金
井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センタ
ー）北側入口前集合～正午江戸東京たてもの園
前（都立小金井公園内）
解散（雨天中止）
定　員　２０人（申込順）
参加費　１００円（資料代）
申　込　６月２日～１５日
に、電話で観光協会（☎
０４２−３１６−３９８０）へ。

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
９
）
へ
。

 
と　

き　

６
月　

日
、　

日
、　

１３

２０

２７

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
か
ら
（　

～　

分
程
度
）

３０

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

お
は
な
し
会

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

生
活
日
本
語
教
室

　
　
　
　
　

発
表
会

世
界
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う


